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い ま何が 問題 か

3．更年期 をい か に の りきるか

1）更年期に おけ る骨粗鬆症 につ い て

長 崎 大 学 放 射 線 科講師 伊 東 昌　 子

　骨粗鬆症 とは ， 骨量の減少 と骨微細構造 の 悪化

を特徴 として ， 骨の 脆弱性が亢進 し骨折 を起 こ し

や すくな っ た状態で ある．女性の骨の
一生 は ， 性

ホ ル モ ン の 影響 を顕著に受けて変化す る．まず思

春期 に骨量が増加 し若年成人で生涯にお い て 最 も

高 い 骨量 となる．そ の 後 ， 閉経前ま で骨量を維持

するが ， 閉経周辺期の 女性ホ ル モ ン の 急激な減少

は骨吸収 の 亢進 を引 き起 こ し， 骨量の 急速 な減少

時期を迎える．閉経後 5 年
〜10年で 骨減少速度は

低下するが ， そ の 後 も緩徐なが ら も骨量は減少 し

続ける．我々 の 施設 で 健常女性の 腰椎 ， 橈骨 ， 脛

骨，踵骨 における閉経前 ， 閉経周辺 期 ， 閉経前期 ，

閉経後期の 骨量 を経 時的に測定 し， 月経の 状態か

らみ た骨減少を検討 した．その 結果，閉経周辺期

の 骨減少速度は個人に よ っ て大 きな ば らつ きを呈

した が ， それ に は閉経時 の 骨量 と体格指 数 body

mass   dexが関与 して い た，また荷重骨 と非荷重

骨 ， 海綿骨 と皮質骨で骨減少の パ ターン に違い が

み られ ，
こ れ よ り骨粗鬆症の 診療にお い て骨折 リ

ス ク の 評価 を複雑 にす る要因 と考えられた．

　将来に わ た っ て の 骨折 の リス ク には，閉経前に

い か に骨量を獲得するか ， また閉経周辺期の 骨量

減少をい か に抑制するかが大 き く関わる．こ こ で

は ， 女性の 生涯 を通 し て の 骨量 の 変化 ， 骨減少の

メ カ ニ ズ ム
， 骨粗鬆症 の 予防（運動の 役割など）に

つ い て 更年期と い う時期 に焦 点をあてて 考える．

2）更年期 と心身医療

さが らレデ ィ ス ク リニ ッ ク院長 　オ目　　良 洋　 子

　更年期障害 は ， 閉経前後の 数年間にみ られる不

定愁訴症候群 で
，

エ ス トロ ゲ ン 欠乏 を背景 とした

自律神経失調症状を主体とす るもの と考えられ て

い る．しか し実際 には ，
こ の 時期の 心理社会的変

化 を背景と したス トレ ス 反応 と考えられる症状 も

多 く含 まれて お り， 人生 の 大 きな節 目に さ しか

か っ た女性が 直面す る心 身両 面の 複雑な 問題 とし

て 対応す る必 要が ある．

　更年期 の 女性 が不 定愁訴 を訴 えて きた 場合に

は，まずそ の 病態 と， 背景にエ ス トロ ゲ ン欠乏 と

心理社会的要因がそれぞれ ど の 程度関与 し て い る

か を見極 め る こ とが 重要で ある．その た め に は ，

症状 ， 月経の 状態 ， 環境要因に ポ イ ン トをおい て

問診を行う．症状 の把 握の た め に は ， 更年期指数

や抑 うつ 評価尺度な どが 有用で ある．さらにホ ル

モ ン の 血 中濃度や 心身症 ・精神障害の 既往な どに

関す る情報を加えて 病態 を推測する．次に ， 患者

に病態や背景要因に つ い て の 見立て を伝 え，治療

の 選択肢 を提示する．この ス テ ッ プは ， 更年期障

害 の ように 客観 的診断指標 が な い 病態 を扱 う場

合，症状 に対す る患者の 理 解 と治療へ の 主体 的取

り組み を促す うえで 重要で ある．治療は ， ホ ル モ

ン療法 をは じめ とする薬物療法 と
一

般心理療法が

中心 となる．純粋 な血管運動神経症状以外 はほ と

ん どの 場合，心理 的問題が 関与 して い る い っ て も

過言で はな く， 患者に対 して は常に カウ ン セ リ ン

グ マ イ ン ドをもっ て接する こ とが重要で ある ，
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